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ま
た
、
博
物
館
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

白
石
市
博
物
館
建
設
構
想
委
員
会
か
ら
の
答

申
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
市
民
団
体
も
早

期
建
設
実
現
に
向
け
て
の
署
名
活
動
や
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
展
開
す
る
な
ど
、
市
民
参
画
型
の

博
物
館
建
設
が
切
望
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
18
年
度
は
白
石
市
博
物
館
建
設

委
員
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
行
政
側
と

し
て
も
博
物
館
建
設
準
備
室
を
設
置
し
、
白

石
市
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
博
物
館
建
設

に
つ
い
て
多
角
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
都
市
基
盤
の
整
備

都
市
基
盤
の
整
備
と
い
た
し
ま
し
て
、
市

街
地
全
域
を
網
羅
す
る
た
め
の
第
2
循
環
道

路
と
な
る
、
都
市
計
画
道
路
「
沖
の
沢
郡
山

線
」
の
開
通
を
目
指
し
、
本
年
度
は
工
事
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
斎
川
お
よ
び
谷
津
川
の
橋

き
ょ
う

梁り
ょ
う下

部
工
な
ら
び
に
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
跨
線
橋

こ
せ
ん
き
ょ
う

下
部
工
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。地

方
道
路
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
16
年
度
か
ら
越
河
五
賀
地
区
に
お
い
て

「
市
道
原
線
道
路
改
良
事
業
」
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
舗
装
工
事
を
完
了

さ
せ
、
越
河
地
区
の
全
線
供
用
開
始
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
18
年
度
か
ら
新
規
補
助
事
業

と
し
て
、
斎
川
地
区
の
「
市
道
原
線
道
路
改

良
事
業
」
に
着
手
し
、
測
量
設
計
、
用
地
買

収
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
前
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
る
福

岡
地
区
「
市
道
上か
み

の
山や
ま

線
・
市
道
東
北
線
」

お
よ
び
大
鷹
沢
地
区
「
市
道
土
符
ど

ぶ

線
」
の
各

道
路
改
良
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
良
お

よ
び
舗
装
工
事
の
実
施
に
よ
り
、
上
の
山

線
・
土
符
線
は
一
部
供
用
を
開
始
し
、
東
北

線
は
全
線
共
用
開
始
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。農

業
集
落
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
林
道
大
清
水
線
の
改
修
工
事
を
は
じ
め

と
し
て
農
道
・
水
路
な
ど
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備
事
業
の
採

択
を
受
け
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
5
路
線
、

総
延
長
2
、
4
5
8
メ
ー
ト
ル
の
早
期
完
成

に
向
け
て
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
第
三
次
行
政
改
革

最
後
に
第
三
次
行
政
改
革
の
着
実
な
推
進

で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
度
、
行
政
改
革
の
一

環
と
し
て
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、

地
区
公
民
館
の
運
営
を
住
民
の
皆
様
で
組
織

し
た
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
に
委

託
い
た
し
ま
し
た
が
、
地
元
農
産
物
の
産
直

セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
公
民
館
を
利
用
し
た

「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」
と
し
て
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
と
同
時

に
地
域
の
伝
統
文
化
を
伝
承
す
る
な
ど
の
特

色
あ
る
地
域
づ
く
り
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
ら

の
動
き
は
今
後
さ
ら
に
大
き
く
な
る
も
の
と

思
わ
れ
、
地
域
の
活
性
化
に
大
き
な
成
果
を

上
げ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
平
成
17
年
3
月
に
総
務
省
か

ら
示
さ
れ
た
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行

政
改
革
の
推
進
の
た
め
の
新
た
な
指
針
」
に

基
づ
い
て
、
行
政
改
革
大
綱
の
見
直
し
を
行

い
、
地
方
公
務
員
全
般
に
わ
た
る
定
員
管

理
・
給
与
の
適
正
化
、
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
行
政
の
役
割
の
重
点
化
、
説
明
責
任
の

確
保
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
、
分
権
型
社

会
シ
ス
テ
ム
に
対
応
す
る
た
め
の
「
集
中
改

革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

以
上
、
平
成
18
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ

き
ま
し
て
概
要
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
最
後
に
小
原
上
戸
沢
の
産
業
廃
棄

物
最
終
処
分
場
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

白
石
市
の
自
然
環
境
と
白
石
市
民
の
み
な
ら

ず
、
県
民
の
命
の
源
と
な
る
水
と
健
康
を
守

る
た
め
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

急
激
に
進
展
し
て
い
る
少
子
高
齢
社
会
、

そ
し
て
つ
い
に
迎
え
た
人
口
減
少
社
会
と
い

う
大
き
な
時
代
の
う
ね
り
の
中
、
誰
も
が
安

全
で
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

を
創
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
人
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と
し
「
こ
こ

ろ
豊
か
な
ふ
る
さ
と
白
石
」
の
実
現
に
向
け
、

全
力
で
市
政
を
執
行
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
、
市
民
の
皆
様

の
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
施
政
の
所
信
表
明
と
い
た
し
ま

す
。

平成18年度事業紹介

「白石市紹介DVD「（仮称）四季―白石物語」の制作」

白石市の豊かな自然や観光施設、イベントなどの最新の
魅力を内外に紹介するDVDを制作し、駅や観光拠点施
設・物産展でのリピート上映により観光人口の増加など、
観光産業を中心とする地域の活性化を図ります。
また、小中学校などの授業で活用して郷土愛をはぐくむ

とともに、本市の魅力を短時間で紹介できることで企業誘
致などにも活用します。

ホームページなどへの転用が可能なデジタルハイビジョン
撮影（録画時間20～25分）※写真はイメージです。

【
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
】

①
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

自
宅
で
入
浴
や
排
せ
つ
、
食
事
な
ど
の
介

助
②
行
動
援
護

行
動
が
困
難
で
常
に
介
護
が
必
要
な
方

に
、
日
常
生
活
や
行
動
す
る
と
き
の
必
要

な
介
助
、
外
出
時
の
移
動
の
補
助

③
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

障
害
児
が
施
設
に
通
い
日
常
生
活
の
基
本

的
な
動
作
の
指
導
や
、
集
団
生
活
の
適
応

訓
練

④
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

介
護
を
行
う
方
が
病
気
な
ど
の
場
合
の
、

短
期
間
の
施
設
へ
入
所

⑤
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

地
域
で
共
同
生
活
を
営
む
方
へ
の
住
居
に

関
す
る
相
談
や
日
常
生
活
上
の
援
助

【
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
】

①
重
度
訪
問
介
護

常
に
介
護
が
必
要
な
方
に
、
自
宅
で
の
介

助
や
外
出
時
の
補
助

②
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

常
に
介
護
が
必
要
で
介
護
が
必
要
な
程
度

が
非
常
に
高
い
と
認
め
ら
れ
た
方
に
、
包

括
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

③
療
護
介
護

医
療
が
必
要
で
常
に
介
護
が
必
要
な
方
に

対
す
る
、
医
療
機
関
で
の
機
能
訓
練
や
療

養
上
の
介
護
な
ど

④
生
活
介
護

常
に
介
護
が
必
要
な
方
に
、
施
設
で
の
介

護
や
創
作
的
活
動
な
ど
を
提
供

⑤
自
立
訓
練

一
定
の
期
間
、
自
立
し
た
日
常
生
活
な
ど

の
た
め
の
必
要
な
訓
練
の
提
供

⑥
就
労
移
行
支
援

就
労
を
希
望
す
る
方
に
一
定
の
期
間
、
生

産
活
動
や
知
識
や
能
力
の
向
上
の
た
め
の

訓
練
を
提
供

⑦
就
労
継
続
支
援

通
常
の
事
業
所
で
働
く
こ
と
が
困
難
な
方

に
、
就
労
の
機
会
や
生
産
活
動
、
知
識
や

能
力
の
向
上
の
訓
練
な
ど
を
提
供

⑦
共
同
生
活
介
護
（
ケ
ア
ホ
ー
ム
）

共
同
生
活
場
所
で
の
介
護

⑧
施
設
入
所
支
援

施
設
に
入
所
す
る
方
へ
の
介
護

こ
れ
ま
で
の
「
更
生
医
療
」「
育
成
医
療
」

「
精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制
度
」

が
一
つ
の
制
度
と
な
り
ま
す
。

医
療
費
の
定
率
1
割
が
利
用
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
が
、
所
得
に
応
じ
て
、
あ
る
一
定

金
額
以
上
の
負
担
を
求
め
な
い
「
月
額
負
担

上
限
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
定
の
所
得
が
あ
る
場
合
で
も
、
医
療
上

の
必
要
か
ら
継
続
的
に
相
当
額
の
医
療
費
負

担
が
発
生
す
る
場
合
に
、
費
用
負
担
を
軽
減

す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
入
院
時
の
食
費
（
標
準
負
担
額
）

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
更
生
医
療

18
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
、
身
体
の
障
害
を
除
去
、

軽
減
し
て
日
常
生
活
を
容
易
に
す
る
た
め
の

医
療
で
す
。

●
育
成
医
療

18
歳
未
満
の
特
定
の
障
害
を
持
つ
方
で
、

身
体
の
障
害
を
除
去
、
軽
減
し
て
生
活
能
力

を
得
る
た
め
の
医
療
で
す
。

●
精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制
度

精
神
疾
患
を
有
し
、
通
院
に
よ
る
精
神
医

療
を
継
続
的
に
要
す
る
程
度
の
病
状
に
あ
る

方
が
対
象
で
す
。精
神
障
害
お
よ
び
そ
の
障
害

に
よ
っ
て
生
じ
た
病
態
に
対
し
て
、入
院
し
な

い
で
行
わ
れ
る
医
療
で
す
。た
だ
し
、対
象
と

な
る
疾
病
の
範
囲
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
。

※「
育
成
医
療
」に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
仙
南

保
健
福
祉
事
務
所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

（
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こ
れ
ま
で
所
得
税
額
に
応
じ
た
応
能
負
担

で
給
付
さ
れ
て
き
た
補
装
具
と
日
常
生
活
用

具
の
給
付
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
補
装
具
費
の
支
給

・
こ
れ
ま
で
の
現
物
支
給
か
ら
、
補
装
具
費

（
購
入
費
、
修
理
費
）
の
支
給
へ
と
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。
利
用
者
負
担
に
つ
い
て

も
定
率
負
担
と
な
り
、
1
割
を
利
用
者
が

負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
に
応
じ
て
一
定
の
負
担
上
限
が
設
定

さ
れ
ま
す
。

・
支
給
決
定
は
、
障
害
者
ま
た
は
障
害
児
の

保
護
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
市
が
行

い
ま
す
。

●
日
常
生
活
用
具

・
日
常
生
活
の
利
便
を
図
る
た
め
の
用
具
を

給
付
ま
た
は
貸
与
し
ま
す
。

・
給
付
決
定
は
、
障
害
者
ま
た
は
障
害
児
の

保
護
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
市
が
行

い
ま
す
。

・
利
用
者
負
担
は
市
が
決
定
し
ま
す
。

※
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
認
定
な

ど
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
方
は
、
福
祉
事
務

所
社
会
福
祉
係
ま
た
は
自
立
支
援
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
４
月
か
ら
と
10
月
か
ら
の
二
段
階

で
の
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
、
公
費
負
担
の
実
施

と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

G
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係
・
自
立
支
援
係
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は
じ
ま
り
ま
す
障
害
者
自
立
支
援
法

は
じ
ま
り
ま
す
障
害
者
自
立
支
援
法

こ
れ
ま
で
、
障
害
の
種
類
や
年
齢
に
よ
り
受
け
ら
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、
ど
の
障
害

の
方
も
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
に
お
い
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

自
立
支
援
医
療（
4
月
よ
り
実
施
）

補
装
具
と
日
常
生
活
用
具

（
10
月
よ
り
実
施
）


